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1台 湾大学所蔵の和古書 をめ ぐって
国文学研究資料館文献資料部に在任 中、文部省科学研究費(海 外学術研究)に よって、
1985年 に台湾大学の資料調査に赴いた。当時の文献資料部長の福田秀一教授 を中心とし、旧
台北帝大の国語国文研究室の和古書の悉皆調査を行った。調査は84年 か らはじまり、私は85
年の秋に三週間ほど滞在 した。国語国文研究室旧蔵本の調査はすでに鳥居 フミ子 ・金子和
正 ・須田悦生各氏によって試みられてお り、それ らの後追い調査のかたちになったが、仮 目




ほどで、水 をかぶったためか紙が くっついてはがれない ものも多 く、虫損のはなはだしい も









2台 湾故宮博物院の和古書 をめ ぐって




で きるシステムは本当にあ りがたい ものだった。ここはかつて慶応大学斯道文庫の阿部隆一
氏を中心に調査が実施 され(『 中国訪書志』汲古書院、後に著作集)、 それをもとに目録 も出
されているが、索引がないので検索がやや不便である。
ここでは室町期写本 『歌行詩』と近世期の 『冥報記』を閲覧。前者は今テーマとしている中
世の未来記の代表作 『野馬台詩』の最も流布 した注釈書である。書名の由来は 『長恨歌』『琵
琶行』『野馬台詩』がセ ットになってお り、それぞれの末尾一字を合わせたことによる。 この
三作品がなぜ合体 されたのか、詳細は不明だが、前二作は有名な白楽天の代表作で、『野馬台
詩亅のみ六朝時代の宝誌和 尚の作 とされる。奈良時代 の遣唐使で有名な吉備真備がこれを解
読 し、 日本に持ち帰る話が 『吉備大臣入唐絵巻』などにみえる。
本書の書誌の概要 は以下の通 り。室町期写本一冊。外題 ・長恨歌 琵琶行 野馬台。表




てお り、詩句 に続いてつけられた本文注 と欄外 に加筆 された欄外注の二層か らなる。日本の
未来、終末を予見 したテキス トとされ、天皇百代で日本が滅びる百王思想の典拠 ともされる。
詩句の表現が注釈によってまざまざと日本の歴史をよみがえらせる興味深いテキス トである
(拙稿 「野馬台詩の言語宇宙」『思想』1993年7月)。
残念なが ら故宮本は欄外の注釈の書 き入れが多 くはないが、それでも小野篁が竹か ら生 ま
れた話をはじめ、ヲノゴロ島 ・秋津島 ・敷島 ・扶桑など日本の七種の異名等々、い くつか注
目すべ き注釈がみられる(こ れらの注 も諸本によって差異がある)。貴重な写本である。
また、後者の 『冥報記』は、唐の唐臨の撰になる仏教説話集で、冥途蘇生譚や仏経の霊験譚
を中心に構成される。すでに 『日本霊異記』に名がみえ、『今昔物語集』の典拠としても知 ら
れる。中国では逸書 となり、『法苑珠林』や 『太平広記』などに逸文がみ られる。一方、 日本
では古鈔本が複数伝存 し、承和五年(838)、 唐人書写本を霊厳寺の円行が将来した高山寺本
(巻子三巻)、 長治二年(1105)写 の前田家尊経閣文庫本(三 巻一帖)、12世 紀写 とされる知恩
院本などがある。三本 ともに説話の出入 りがあり、知恩院本が最も話数が少な く、前田家本
が最 も多い。前田家本は別系統と考えられる。前二本はいずれも尊経閣叢刊などの複製があ
ったが、近時、高山寺本は 『高山寺資料叢書』(東大出版会)に 所収 され、前田家本は勉誠社
版の影印本があたらしく出た。知恩院本はすでに 『学苑』(昭和女子大 ・1993年)に 翻刻 され
ている(但 し、書誌の詳細は不明)。 また、集中的に 『冥報記』を利用 し翻訳 した 『今昔物語
集』は、前 田家本系の誤写や脱文に共通 し、前田家本に最 も近い本文によることは明白であ
る(拙 著 『今昔』物語集の形成と構造』笠間書院 ・1985年)。
故宮本 は近世末期写本。識語か ら三縁 山本の影写本で寛永寺で写 されたものであることが





部著書以来の定説となっている。 しか し、翻刻された知恩院本 と故宮本を対校すると、訓点
の有無など若干の相違がある。たとえば故宮本では、中巻第11条 の冒頭の人物 厂中書令岑
文本」に 「誦観音品得死報」 という傍注がつき、中巻第8条 の末尾の割注の最後に 「誦観音
品鎖忽自解」 とあるのに対 して、知恩院本の翻刻にはみられない。
中国でも高山寺本などをもとに復元研究が進 んでいるが(古 小説叢刊 『冥報記 広異記』
中華書局、李剣国 『唐五代志怪伝奇叙録』南開大学出版社)、 前田家本や故宮本など諸本への





『冥報記』は唐代に成立 して日本に影響 を及ぼし、 しか も平安期の写本が伝存する貴重な




所蔵の和古書を閲覧する機会 に恵まれた。前者は貴重書室で閲覧 したが、 目録 もな く、中国
刊本と混在 しているため、カー ド検索に頼るほかなかったし、出納に時間がかか り、 きわめ
て効率がよくなかった。 しかし、漢籍にまぎれて日本の写本がいくつかあるのを見 ることが
できた。今その折 りのメモを紛失 してしまい、詳 しい情報が記 憶にないが、『黄帝内経』類の
中世の医書注釈書を転写 したものであった。
また北京大学図書館ではすでに李玉編 『北京大学図書館 日本版古籍 目録』(北 京大学出版
社 ・1995年)が 刊行されてお り、これにもとついてい くつか閲覧することができた。大半は
版本であるが、一部写本 も含まれている。た とえば、天台宗の事相口伝を集成 した 『阿娑縛
抄』の写本があ り、奥書は天保七年(1836)で 七冊存 し、本奥書は元禄十六年(1703)で あ
る。この本奥書には比叡山横川の兜率谷鶏頭院の厳覚の名があった。この厳覚は、以前調査
していた早稲田大学総合図書館の所蔵す る教林文庫の中核をなす人物である。教林文庫の名
は、もともと蔵書のあった天台宗の教林坊(近 江国湖東)に ちなむ(織 田信長に焼 き討ちさ
れる)。17世 紀後半か ら18世紀にかけて活躍した学僧で、多 くの写本を残 している(弟 子に写
させる場合 も多い)。独特の筆跡なのです ぐにそれとわか り、仙台の仙岳院の調査の折 り、偶
然にもこの厳覚の直筆本が出てきたのには驚か された。同じ天台宗の縁ではあろうが、経緯






の 『灌頂面授抄」の本奥書に厳覚の名が出て きたのである。 しかもこの本は、1907年 にアメ
リカのイエール大学教授朝河貫一が収集 したコレクシ ョンのひとつであった。朝河貫一は収
集 した日本の和古書をイエール大学 とワシントン議会図書館の双方に納めた。和本であ りな








北京での調査 はきわめて不十分なものにとどまったので、今後 も機会をとらえて詳 しく見
ていきたいと念願 している。本との出会いは前世の縁 としかいいようのない機縁で結ばれて
お り、思いもかけないつなが りをみせてくれる。書物の背後か ら人のつらなりもみえて くる
のである。
4絵 画資料 としての絵巻 ・絵本 をめ ぐって
2月 の国際研究集会の折 り、最後に報告 された劉暁路氏の 「中国に秘蔵された日本芸術品
について」は、中国に所蔵 される日本美術の全貌を総括的に紹介 された大変有益で刺激的な
報告であった。ただ、 日頃から関心を持っている文学 と絵画の相関について、特に絵巻や絵
本への配慮があまりみ られないことを感 じたので、若干のコメン トを加えたい。
日本の8～19世 紀にかけて、おびただしい物語の絵巻や絵本が作 られた。世界的にみて も
その質量はかな り水準が高いはずであるが、日本で も充分関心が払われてこなかった。文学




とりわけ15世 紀以降の物語群はお伽草子 とか室町時代物語 とか呼ばれ、とくに絵のついた
ものは 「奈良絵本」と呼ばれる。「奈良絵」は奈良の絵草子屋にちなむものだが、それをテク
ニカルタームとして使 うには問題が多 く、 さしたる根拠は認め られない。古本屋が好んで使
い、「奈良絵本」というだけで、絵巻や絵本の形態も区別せず、とにか く高い値段がつ くのが
現状である。それを廃するためにも 「奈良絵本」の呼称は避けた方がよい。
物語本文の多 くは 『室町時代物語大成』(角 川書店)に 翻刻 されたが、絵は完全に省略され
てしまった。また、完結か らだいぶ時間が経過 してお り、その後に発見紹介された新出の物





によって絵巻と図巻 とに区別すべ きこと(双 方の呼称の使い分けはまだ一般化 してはいない
が)。第二に原本 と模写本のヒエラルキーを廃 し、すべてのテキス トを等価値にみるべ きこと。
第三に絵巻や絵本は文芸 と絵画の一方に偏することなく双方の視点か ら統合的にみるべ きこ
と、の3点 があげられる。
第一は、形態は絵巻であっても物語絵巻は詞書をともなうのが通例であ り(詞 書のない場
合 もあるが)、 動植物や祭礼、年中行事などを列挙する絵巻は 「図巻」 として区別すべ きだと
考える。ス トーリィ性のあるなしは絵巻ジャンルをとらえる上で重要な意味をもち、たんに
巻物の形態だけで一括すべ きではない。つ まりス トーリィ性のある絵巻 こそが 日本の巻物の




の表現行為であって、一個の独立 したテキス トとして意義を復権 させ る必要がある。ことに








次に問題になるのが、版本の絵入 り本である(版 本の絵巻もあるが今は略す)。17世 紀以降、
近世期の出版文化が確立すると、次第に絵入 り本が増えて くる。墨だけの墨印か ら華麗な多
色刷 り本 までさまざまであ り、歌麿や北斎など著名な浮世絵師らが描 く場合 もす くなくない。
近世の刷 り物 というと、一枚物のいわゆる浮世絵ばか りが注目されるが、絵入 り版本 もまた
実に精巧で色彩がみごとであ り、一枚物の浮世絵 と等価値にみるべ きものであろう。 したが
って、浮世絵のコレクションのあるところにはこうした多色刷 りの絵入 り本があるとみてよ
い。一枚物 も版本 もまた同時に問題にすべ きなのである。
こうした絵巻や絵本、絵入 り版本の類はジャポニズムや廃仏毀釈、第二次世界大戦後の混










らかれた。その折 りに見せていただいたスライ ドに、刷 り物の 『百人一首』の歌仙絵があっ
た。こうした絵画と文芸にまたがるものがまだまだた くさん出てくると思われる。絵巻や絵
本の出現におおいに期待 したい。




ば幸いである。おおきな紙や布を手に持って縦にひろげる絵解 き用の ものはイン ドなどでも
見 られるが、横にひろげてながめる形態で、 しか も物語本文の詞書もついている形式は、意
外にも日本以外には知られないのである。
文字 と絵画の交差する絵巻や絵本こそ日本文化の核のひとつであ り(マ ンガやアニメの原
点でもある)、 日本人が残 したもの、中国で制作されたものなどの経緯のいかんを問わず、中
国での絵巻の出現を楽 しみにしている。こうした絵巻や絵本類の絵 を集めて、将来は絵画デ
ータベースを作成する必要があるだろう。そのためにも中国における絵画資料の調査 は急務
であると思われる。
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